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とっとり県民カレッジ連携講座 

令和5年度郷土文化講演会

－生誕150年を迎えた阪本四方太、同時代の県内外俳人等との実際の交流を
史資料を用いた研究成果により概観し、四方太の実像に迫ります－

期　間　8月11日（金）～
　　　　   9月17日（日）
場　所　鳥取県立図書館
　　　　 ２階通路ギャラリー
内　容　・四方太関連資料
　　　　・近代鳥取俳人資料
　　　　　（田中寒楼、尾崎放哉、尾崎坡酔、岡田機外）
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1973年「層雲」入門、2014年自由律
俳句誌『青穂』代表、尾崎放哉研究家
学生時代より放哉研究に取り組み、自
由律俳句誌『層雲』、『青穂』、『放哉
研究』等に放哉に関する文章を多く発
表するなど研究を続ける。句稿や関連
資料など新たな放哉資料に光を当て、
『暮れ果つるまで』（春秋社）を上梓、『放哉全集』（筑摩書房）
の編集を務めた。
また、放哉研究を機縁とし、鳥取「卯の花会」に参加した近代
俳人についての研究を深め、県立図書館発行「郷土出身文学
者シリーズ」では尾崎放哉、阪本四方太の共同執筆を務める。
現代俳句協会、大阪俳句史研究会、日本放哉学会会員。また、
今年第七回となる「尾崎放哉賞」（「青穂」主催）の選者。現在
も自身の俳句表現を発表し、日々 研究を進めている。

－鳥取県に関連した著作等－

　・「郷土出身文学者シリーズ１ 尾崎放哉」（平成17年３月）分担執筆
　・「郷土出身文学者シリーズ９ 阪本四方太」（平成２５年３月）分担執筆
　・「暮れ果つるまで 尾崎放哉と二人の女性」（平成１１年３月）単著
　・「放哉全集」第一巻～第三巻（筑摩書房、平成１３年～１４年）共同編集
　・「自由律俳句誌『層雲』百年に関する史的研究」（平成２５年１２月）単著
　・「鳥取の俳人　尾﨑坡酔」（平成２７年１２月）編著
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Zoom視聴方法

    鳥取近代俳句史における
  　　阪本四方太と
　　　　　 彼に続いた俳人達

講演会

講 師

関連展示

 “とっとり県民の日” 関連行事 入場無料

定員80名

 9/12  
申込締切

※詳細は当館ホームページ

要申込（先着順）
Zoom配信

定員300名
当日先着順

手話通訳・要約筆記あり～阪本四方太生誕150年記念～

講師紹介



参加される皆様へのお願い

●熱のある方、体調のすぐれない方は、参加をご遠
慮ください。
●最新の情報は鳥取県立図書館ホームページでご確
認ください。

Zoomによる視聴について・注意事項

●Zoomの設定方法は、鳥取県立図書館ホームペー
ジをご確認ください。
　Zoomで参加の場合、申し込みは不要です。
●その他の注意事項は、当館ホームページをご確認
ください。

メール：kyodo@library.pref.tottori.jp

鳥取県立図書館 郷土資料課
電 話：0857-26-8155
FAX：0857-22-2996

メール：kyodo@library.pref.tottori.jp

「令和５年度郷土文化講演会」9/17（日）会場参加申込書

＊いただいた個人情報は、本講演会に限り使用します。メールでのご連絡は、定員を超過した場合、中止となった場合に使用します。

電子メール

電話番号

ご 住 所

お 名 前

ふりがな



　明治６年２月４日－大正６年５月16日、享年44（満）。
　「四方太」は、本名「よもた」、俳号「しほうだ」とよむ。筆名、文泉子。
　現岩美町大谷出身、鳥取市街に転住し、鳥取県尋常中学校から第三
高等中学校補充科に進む。二高（仙台）在籍時に高浜虚子に俳句の指導
を受け、正岡子規の“新俳句”に傾倒。子規が選者を務める新聞『日本』俳
句欄に掲載され、東京帝大進学後は『ホトトギス』の選者も務めた。
　子規が提唱し高浜虚子、河東碧梧桐ら当代一流の俳人が取り組んだ
写生文の世界でも高い評価を得、代表作『夢の如し』は夏目漱石から激賞
された。
　中央で活躍した四方太だが、新俳句を鳥取にいち早く伝え後進を指導
したことが知られる。帝国大学附属図書館の司書官としてもその事績が認
められる。

■路線バス利用
　鳥取バスターミナル（JR鳥取駅横）から湖山・鳥大線・賀露線
　など「県庁日赤前」（所要時間・約５分）下車すぐ
■100円循環バス「くる梨」利用
　鳥取バスターミナル（JR鳥取駅横）から20分おきに運行
　赤コース、青コース（Bコース）、緑コースいずれも「とりぎん
　文化会館」（所要時間・約15分）下車すぐ
■JR鳥取駅からタクシーで…約10分
■鳥取砂丘コナン空港から…鳥取駅行連絡バス15分「県庁日赤前」
■お車で…鳥取自動車道・鳥取ICまたは鳥取西ICより約15分

鳥取県立図書館へのアクセス情報

駐車場満車時は、
県庁駐車場を利用可能
駐車場満車時は、
県庁駐車場を利用可能

鳥取県立図書館

阪本 四方太
さかもと   し ほ う だ

阪本四方太肖像
（鳥取市立中央図書館蔵）

「申込方法」
電話・ファクシミリ・メール・当館カウンターで
お申込みください。


